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たくさんのご利用をお待ちしております 新着作品案内 

『アルプス席の母』 

早見和真：著 

まったく新しい高校野球小

説が、開幕する。秋山菜々子は、

神奈川で看護師をしながら一

人息子の航太郎を育てていた。

湘南のシニアリーグで活躍す

る航太郎には関東一円からス

カウトが来ていたが、選び取っ

たのはとある大阪の新興校だ

った。声のかからなかった甲子

園常連校を倒すことを夢見て。

息子とともに、菜々子もまた大

阪に拠点を移すことを決意す

る。不慣れな土地での暮らし、

厳しい父母会の掟、激痩せして

いく息子。果たしてふたりの夢

は叶うのか！？ 

『団地メシ！』 

藤野千夜：著 

１６歳の花は高校になじめず、

ずっと休んでいる。そんなある

日、母方のおばあちゃんのゆり

（７０歳）から、むかし住んでい

た「つつじヶ丘の団地に行って

みたい」と言われ―そこからふ

たり（たまにいとこも参戦）は、

つつじヶ丘、狛江、豊洲…といろ

いろな団地をのんびりめぐっ

て、お寿司、蕎麦、カレー、ケー

キ、ラムネなどおいしい御飯や

スイーツを楽しむことに。花＆

ゆりの年の差コンビが、お互い

を思いやりながら、ちいさな幸

せをみつけていく。 

『暦のしずく』 

沢木耕太郎：著 

『パズルと天気』 

伊坂幸太郎：著 

『生きる言葉』 

俵万智：著 

『不機嫌ばかりな私たち』 

渡辺満里奈：著 

『情熱』 

桜木紫乃：著 

『雫』 

寺地はるな：著 

『つるの恩返し』 

つるの剛士：著 

『気くばりのススメ』 

中山秀征：著 

『サイレントシンガー』 

小川洋子：著 

『橘の家』 

中西智佐乃：著 

『SHIORIの毎日和食』 

SHIORI：著 

『NO.6再会＃1』 

あさのあつこ：著 

『青い鳥、飛んだ』 

丸山正樹：著 

『リーダーよ、アホであれ』 

片山修：著 

『アウト老のすすめ』 

みうらじゅん：著 

『トットあした』 

黒柳徹子：著 

『楽園の瑕』 

相場英雄：著 

図書利用カードを発行しています。 

希望される方は三川町公民館事務室またはテオトルまでお知らせください。 



  
夏におすすめ！ 

新着えほん＆児童書 

 『モモ』 

  ミヒャエル・エンデ：作 

『ばあちゃんとぼく 

とお地蔵さん』 

きくちえつろう：作 

『ねんねんよう』 

神沢利子：作 

『いつもとちがう水よう日』 

丸山陽子：作 

『パンダおやすみたいそう』 

 いりやまさとし：作 

『ほしじいたけほしばあたけ 

まぼろしのいずみ』 

 石川基子：作 

『いつでも会える』 

菊田まりこ：作 

『ことばえほん』 

つちだよしはる：作 

『はっぱのおてがみ』 

苅田澄子：作 

『ぱっちりおはよう』 

増田純子：作 

『にげてさがして』 

ヨシタケシンスケ：作 

『もうじきたべられるぼく』 

はせがわゆうじ：作 

『おすしアイドル』 

山崎由貴：作 

「よのなかにはひどいひとが た
くさんいる。でも、やさしいひと
もたくさんいる。これは どっち
もほんとうだ。」私たちが生きる
世界にはいろいろな人がいて、そ
れぞれが違う感情や言葉をもっ
ています。それらは自分だけのも
のなのに、大きな流れや「みんな」
に飲み込まれて、自分を大切にで
きなくなってしまう。「逃げちゃ
ダメ」と言われることが多い世の
中ですが、どうするかは自分で決
めていいし、自分で決めること。
「逃げずに戦うことの大事さを
説くお話」がある一方で、「逃げ
ることで新しい可能性に出会う
お話」があってもよいのではない
か。著者のそんな思いが込められ
た絵本です。 
にげて さがして、うごいて うご
いて――ラストは、あなただけの
物語に続きます。 

今日のライブもお客さんは
ゼロ？１3 人の悩めるおすし
アイドルのもとに、さすらい
のアイドルプロデューサーが
登場！特上のアイドルをめざ
して、みんなで鮮やかに生ま
れ変われ！！ 
がんばるメンバーを応援した
くなる、推し活絵本！ 
第 12 回 MOE 創作絵本グラン
プリ受賞作品。 

『うさこちゃんの 

たんじょうび』 

ディック・ブルーナ：作 

町のはずれ、こわれかけた
野外劇場に住んでいるとい
う女の子。最初はあやしい
と思われていたものの、た
くさんの人たちがモモに会
いにきました。それはモモ
が人の話を聞くことが得意
だったからです。モモに話
を聞いてもらうと、自分の
したいことがはっきりとわ
かったり、間違いに気づい
たりします。やがて鳴かな
くなったカナリアや、雨や
風までがモモに話をし……
ミヒャエル・エンデの名作
刊行 50 周年を記念して企
画された絵本版。 


